
 

 

 

 
 

 

 

 
　 
次のとおり知事コメントを発出します。 

 

１　知事コメント 

　　別紙のとおり

資　料　提　供 
令和６年12月９日 

課　　名：平和推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾁｰﾑ 
担 当 者：山本 
内　　線：2365 
直通電話：082-513-2368

日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）の 

ノーベル平和賞受賞への知事コメントについて



別紙

 

 

本日、オスロで開催された授賞式において、日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）がノ

ーベル平和賞を受賞されたことを、広島県民を代表して心からお祝い申し上げます。 

日本被団協の皆さまは、長きにわたり、被爆の実相を世界に伝え、核兵器の非人道性を訴え

続けてこられました。 

その活動は、今日「核のタブー」として知られる、核兵器が二度と使われてはならないとする

国際規範の確立に、極めて重要な貢献をされました。 

この度の受賞は、その努力が国際社会に広く認められた結果であり、日本被団協の皆さまの

不屈の精神と弛ゆまぬ取組に対する、深い敬意の表れだと受け止めています。 

それと同時に、今回のノーベル平和賞は、国際社会への大いなる警鐘でもあります。ロシア

によるウクライナ侵略の長期化や、中東情勢の悪化など、国際社会は大変厳しい状況にあり、

私たちは、深刻な核兵器使用リスクに直面し、「核のタブー」は、風前の灯のように大きく揺ら

いでいます。 

日本被団協のノーベル平和賞受賞が、必ずやこの「核のタブー」の火を絶やすことなく、国際

社会における核兵器廃絶に向けた取組への力強い後押しになると確信しています。 

私たち広島県も、今回の受賞によって勢いを増す核兵器廃絶への機運を捉えて、被爆 80 年と

なる 2025 年に、核兵器のない平和な世界の実現に向けた取組を大きく進めてまいります。 

おわりに、平和の実現に向けて不断の努力を続けてこられた日本被団協の皆さま、被爆者の

皆さま、そして、道半ばにしてお亡くなりになられた関係者の皆さまに、改めて深く敬意を表

するとともに、心から感謝申し上げます。 

 

 

令和６年 12月 10 日 

広島県知事　湯﨑　英彦


